史料紹介 : 長崎在日朝鮮人の人権を守る会『原爆と朝鮮人』(第1集～第7集) by 田中 正敬
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史料紹介：長崎在日朝鮮人の人権を守る会『原爆と朝鮮人』 






1979（昭和 54）年 4 月、長崎市長に当選した本島等氏は、1980（昭和 55）年 4 月から 1
年間、市職員 T 氏に命じて長崎市朝鮮人被爆者実態調査に当たらせた。1981（昭和 56）年 6
月 12 日に T 氏の調査結果を「長崎市発表」として「長崎市内に居住していた朝鮮人は 12,000
～13,000 人。そのうちの死亡者数は最低 1,400 人と見られる」という数字を示した。それは、
私たちが地道に調査してきたもの「長崎市および近隣町村居住朝鮮人約 30,000 人、被爆者約





年 7 月から 82 年 6 月までの 1 年間、全市内の〝朝鮮人の足跡〟（1945 年 8 月 15 日現在）を
調査する。‥‥それに基づいて集大成した結果を、1982 年 7 月末に書籍として出版する」。 
その日から、長崎在日朝鮮人の人権を守る会の会員約 20 名は、血と汗と涙を流し、靴をす
り切らして、苦斗の 1 年間を送ることになった（1）。 
 
 上記の引用は、本稿で紹介する、長崎在日朝鮮人の人権を守る会『原爆と朝鮮人』（第 1 集～
第 7 集）に収録されている調査の中心として、また同書の解説を第 6 集まで行なった岡正治氏






                                                     
（1）岡正治「まえがき」（長崎在日朝鮮人の人権を守る会『原爆と朝鮮人 長崎県朝鮮人強制連行、強制労
働実態調査報告書 第 5 集－炭砿に、壕に、埋め立てに‥‥7 万人探訪の旅』1991 年）、10～11 ページ。 















































・『原爆と朝鮮人 長崎朝鮮人被爆者実態調査報告書 第 1 集』（1982 年） 
・『原爆と朝鮮人 長崎朝鮮人被爆者実態調査報告書 第 2 集』（1983 年） 
・『原爆と朝鮮人 長崎朝鮮人被爆者実態調査報告書 第 3 集』（1984 年） 
・『原爆と朝鮮人 長崎朝鮮人被爆者実態調査報告書 第 4 集－端島の呻き声 発掘「端島資
料」が問いかけるもの』（1986 年） 
・『原爆と朝鮮人 長崎県朝鮮人強制連行、強制労働実態調査報告書 第 5 集－炭砿に、壕に、
埋め立てに‥‥7 万人探訪の旅』（1991 年） 
・『原爆と朝鮮人 第 6 集 佐賀県朝鮮人強制連行、強制労働 実態調査報告書―恨の佐賀平野 
もう一つの石炭史』（1994 年） 
・『原爆と朝鮮人 第 7 集－長崎市軍需企業朝鮮人強制動員実態調査報告書』（2014 年） 
 
 上記の史料は、いずれも長崎在日朝鮮人の人権を守る会が編者となっている。なお、第 1 集






                                                     
（2）直野章子『原爆体験と戦後日本―記憶の形成と継承』（岩波書店、2015 年）126～127 ページ。 






は主として『第 5 集』の岡氏自身の纏めに依拠する。 
 岡氏は海軍に就職して戦争に関わり、戦争否定をほとんどなし得ないままに過ごした時日を
悔やみ、戦後は日本の加害責任を問う活動に奔走した。1956 年 5 月に東京から長崎に日本福音
ルーテル長崎教会牧師として着任して以後、「（岡氏の脳裏にあったのは―引用者註）1945（昭








1958（昭和 33）年 5 月、私は推されて「長崎原水協」の常任理事に就任。15 名の常任理事
中、非被爆者は私だけであった（6）。毎月の常任理事会で主張したのは、被爆者完全援護法制
定運動と、核兵器廃絶運動という主目的以外に、「朝鮮人被爆者実態調査と援護への取り組み」
であった。だが、1964（昭和 39）年 7 月、長崎原水協の分裂を契機として、私が同理事を退
任するまで、常任理事会は一度もこれを正式議題として取り上げなかった。 
長崎市内の朝鮮人被爆者の実態調査を、たとえ独力でも続けようと決意し、実行に着手し
たのは、1965（昭和 40）年 5 月ごろである。韓日基本条約締結を機会に、全国各地に結成さ
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れた在日朝鮮人の人権を守る会に呼應して、長崎にも結成された「長崎在日朝鮮人の人権を
守る会」に参加したときであった。そして、グループとして調査の実行にとりかかることが
できたのは、翌 1966（昭和 41）年 4 月に結成した「原水爆被災白書をすすめる長崎市民の会」







（昭和 48）年 11 月、韓国居留民団の手によって韓国へ送還され、木浦市の墓地に納骨された。
その際の市民たちからの拠出金をもとに、1979（昭和 54）年 8 月、長崎市平和公園内に、長崎
原爆朝鮮人犠牲者追悼碑を 50 万円で建設し、2 年後に 30 万円で台座を建設した（8）。‥‥ 
1971（昭和 46）年 4 月、推されて長崎市議会議員に当選した私は、市議会本会議や常任委
員会で、たえず「朝鮮人被爆者の実態調査を実施せよ」と、諸谷義武市長に要求しつづけた。




 1970 年 4 月に「開店休業」の長崎在日朝鮮人の人権を守る会を再建した岡氏のもとには、こ
のころから高實康稔、岡村達雄氏を始めとする協力者が集まるようになったという。 
 長崎在日朝鮮人の人権を守る会が最初に朝鮮人被爆者の実態報告を発表したのは、1979 年 10
月に長崎市で開催された「第 6 回在日朝鮮人の人権を守る会全国活動者会議」での岡氏の講演




1981 年 6 月、長崎市は「調査報告・朝鮮人の被爆」を公表した。しかし後述するように、それ
は岡氏らが行なってきた調査に比べ、方法と結論両面に亘って不徹底なものと感じられるもの









らないと考えた。その結実が『第 1 集』～『第 7 集』である。かかる取り組みを可能にした背
景として、以下のような状況を念頭に置く必要があろう。 
 













ろう（13）。1965 年 4 月には韓国原爆被害者対策特別委員会が設立され、韓国の原爆被害者を救援
する市民の会（広島支部）の設立は 1974 年 4 月、広島県朝鮮人被爆者協議会が 1975 年 8 月に
設立されている。長崎でも、1967 年 11 月発表の厚生省『被爆白書』の内容への批判から、1968
                                                     
（10）本庄十喜「日本社会の戦後補償運動と「加害者意識」の形成過程―広島における朝鮮人被爆者の「掘










（13）ただし、宇吹暁氏の指摘によれば既に 1955 年 8 月 7 日、広島市立本川小学校講堂で開かれた第 1 回
原水爆禁止世界大会第3分散会において在日本朝鮮人総連広島支部代表が朝鮮人被爆者の調査を訴え、1962
年にも韓国で郭貴勲氏が日韓会談で原爆被害者の補償問題を取り上げて欲しいと訴えた。（『ヒロシマ戦後
史 被爆体験はどう受けとめられてきたか』岩波書店、2014 年、273～274 ページ）。 





「71 年から 83 年まで、3 期 12 年長崎市議を務めた岡は、原爆資料館に朝鮮人被爆者コーナー
を設けよ、と繰り返し求めた」という（15）。しかし、長崎市はこれに対応しなかったので岡氏は
自身で資料館を作ることを決意したが、構想や資金集めなど開館の準備をするさなかに死去し

























（17）田中伸尚「市民がつくる平和ミュージアム 第 4 回 岡まさはる記念長崎平和資料館（長崎県・長
崎市）」（『金曜日』276、1999 年）、李素玲「展示評 岡まさはる記念長崎平和資料館」（『歴史学研究』875、 
2011 年）、남영주「오카마사하루기념 나가사키평화자료관의 전쟁기억과 『동아시아사』 교육」（한국일 
본근대학회『일본근대학연구』）50、2015 年、などを参照。 
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会で資料館の建設を訴えられ、趣意書を作成されるとともに署名活動、募金活動を始められ
















 前述の通り長崎市は、1981（昭和 56）年 6 月に「調査報告・朝鮮人の被爆」を公表し、長崎




                                                     
（18）「インタビュー：高實康稔さん 韓国・朝鮮人被爆者をはじめとする在外被爆者への差別の撤廃を！」













鮮人被爆者実態調査（第 1 回～第 3 回）の総括（付、諸統計表）」『第 3 集』51 ページ）。 































                                                     
（22）岡正治「序論」『第 1 集』4 ページ、を参照。 
（23）同前、2～3 ページ。 































                                                     
（24）前掲、「朝鮮人被爆者実態調査（第 1 回～第 3 回）の総括」53 ページ。 
（25）前掲、「序論」10 ページ。 






 以上のように、朝鮮人被爆者についての調査とは、1945 年 8 月 9 日のみではなく、日本への
渡航の過程と日本での労働、そして朝鮮人被爆者にとっての戦後を含むものである。こうした
問題意識のもとで、まず長崎市内の証言や労働・生活関連史料等を中心とした第 1 集が刊行さ
れた（目次は［表 1―1］、証言のタイトル等は［表 2―1］を参照）。 
 ついで、第 1 集の翌年の 1983 年に刊行された第 2 集には、長崎市近郊の島嶼部である伊王島、
香焼島、高島、端島（いわゆる軍艦島）の炭坑や工業関連を含む史料や証言、そして第 1 集の
補遺を収録した。端島については「聞き書き軍艦島」（『朝日新聞』長崎版、1973 年 10 月 25 日）、
「ああ軍艦島」（『朝日ジャーナル』1974 年 5 月 17 日）の記事の再録も行なっている（目次は
［表 1―2］、証言のタイトル等は［表 2―2］を参照）。 
 そして、1984 年刊行の『第 3 集』では、被爆二世に対する原爆二法の適用、朝鮮人被爆者の
調査と援護措置など当時の課題を訴えるとともに、これまでの調査の総括を行なっている。『第
1 集』における長崎市内の調査（『第 3 集』では「第一次調査」とする）では、島嶼部を除く長










た（目次は［表 1―3］、証言のタイトル等は［表 2―3］を参照）。 
 1986 年刊行の『第 4 集』では、長崎在日朝鮮人の人権を守る会が端島で発見した 1925 年～
1945 年までに同島で死亡した朝鮮人、中国人、日本人の「死亡診断書」を収録した。死亡者総
                                                     
（26）前掲、「朝鮮人被爆者実態調査（第 1 回～第 3 回）の総括」65、71 ページ。 
（27）岡正治「第三集（総集編）刊行の経過」（『第 3 集』1984 年）。 
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数 1,295 人のうち、朝鮮人は 122 人、中国人が 15 人であり、朝鮮人は戦時期の醜悪な労働条件
の中で多数が亡くなったと分析されている（目次は［表 1―4］、証言のタイトル等は［表 2―4］
を参照）。 
 1991 年に刊行された『第 5 集』のコンセプトは、これまで行なってきた長崎市とその周辺の
調査からさらに手を広げ、長崎県にいた 7 万人の朝鮮人のうち、第 4 集までに調査した地域





 1991 年 6 月 8 日の定例会において、3 年 6 ヶ月の実地調査の成果を発表。長崎県内の朝鮮人
は、長崎市が 22,198 人、それ以外の都市が 46,240 人、合計 68,438 人と認定。そして内務省警
保局の史料から推定される長崎県の朝鮮人を 72,750 人から今回の調査による 68,438 人を差引
いた 4,312 人は長崎市に居住していたと推定した（29）（目次は［表 1―5］、証言のタイトル等は
［表 2―5］を参照）。 












 長崎在日朝鮮人の人権を守る会では、1992 年 1 月 11 日の定期総会で佐賀県の朝鮮人労務者
とその家族の実態について調査を決定した。調査を纏めた『第 6 集』では佐賀県における戦時
                                                     
（28）岡正治「7 万人の軌跡探訪」『第 5 集』。 
（29）詳細は、同前および「日本敗戦当時の長崎県〝在住〟朝鮮人総数の推計と総括」『第 5 集』を参照。 
（30）「まえがき」『第 6 集』5 ページ。 




 『第 6 集』から長らく経った 2014 年、再び長崎での強制労働動員について検討した『第 7 集』
が刊行された。これまでの調査では、『第 5 集』までの時点で朝鮮人被爆者総数を 22,198 人（『第
1 集』の再版時には 22,258 人と修正）、被爆死者数を 10,278 人としていた。しかし、その後三
菱長崎造船所における正確な人数の判明や誤植などが明らかとなった。また、대일항쟁기강제 
동원피해조사 및 국외강제동원희생자 등 지원위원회『히로시마·나가사키 조선인 원폭피해  






 『第 7 集』では、韓国での調査を紹介するとともに、原爆犠牲者名簿の照合と公表を行なっ
た。三菱長崎造船所、川南工業、長崎港運、住吉トンネル工場、端島における朝鮮人の徴用に
ついて検討。長崎在日朝鮮人の人権を守る会での証言収集以外に、「調査委員会」による韓国で









がある。1942 年 11 月に東条英機内閣が閣議決定した「華人労務者内地移入ニ関スル件」以後、
約 4 万人の中国人が強制連行されたという。本書はこのうち 1944 年 6 月に端島に上陸させられ
た中国人について外務省が纏めた「華人労務者就労事情調査報告書」の三菱鉱業端島炭坑分の
                                                     
（31）現在の販売書籍は、http://www.d3.dion.ne.jp/~okakinen/syoseki.html を参照。この他にも岡正治氏、高
實康稔氏が執筆に関わったものが多数ある。 



























原爆手記の掲載書誌数は 3542 件、その中への収録手記数は 3 万 7793 件であった（33）。 
 
 では、そうした記録の中で、『報告書』はいかなる特徴を持ち、またいかなる意義を持つであ
                                                     
（32）長崎在日朝鮮人の人権を守る会編『長崎の世界遺産 高島・端島と朝鮮人・中国人の記録―軍艦島、
生きていたくも死にたくもなし』（同会、2015 年）、6 ページ。 
（33）前掲、『ヒロシマ戦後史』、242 ページ。 
























































































































[表 1―2]『原爆と朝鮮人 長崎朝鮮人被爆者実態調査報告書 第 2 集』1983 年、目次 
第一部 長崎周辺の島嶼部 
 Ⅰ 序論 
 Ⅱ 調査報告 
  1．伊王島 
   一、伊王島の歴史と朝鮮人／二、朝鮮人に関する証言 
  2．香焼島 
   一、香焼島の歴史と朝鮮人／二、朝鮮人に関する証言 
  3．高島 
   一、高島の歴史と朝鮮人／二、朝鮮人に関する証言 
  4．端島（軍艦島） 










































[表 1―3]『原爆と朝鮮人 長崎朝鮮人被爆者実態調査報告書 第 3 集』1984 年、目次 
推せんのことば：盛善吉、朴玫奎 
第一部 第三次調査報告 
 第一章 第三集（総集編）刊行の経過：岡正治 
一、回顧／二、第一次調査（市内）／三、第二次調査（島しょ部）／四、第三次総合調査（まと
め） 
 第二章 朝鮮人被爆者に関する証言集（第一集・第二集の補遺） 
一、長崎市および島しょ部／二、香焼島（朝鮮人「犠牲者」墓碑）／三、野母半島（「水難」朝
鮮人墓碑）／四、南高来郡千々石町（砲台建設工事朝鮮人労務者）／五、三菱製鋼所 




 第一章 朝鮮人被爆者に関する証言「掘り起こし」運動継続の必要性：岡正治 
 第二章 朝鮮人被災白書の作成：岡正治 
  一、被災白書の必要性／二、被災白書作成運動の歴史／三、朝鮮人被災白書の必要性 
 第三章 朝鮮人被爆生存者の実態調査：岡正治 
一、見捨てられている朝鮮人被爆者／二、「在韓被爆者実態調査共同報告書」／三、悲惨な内容
の調査結果／四、朝鮮民主主義人民共和国に対する要望 





 第五章 朝鮮現地在住の朝鮮人被爆者に対する救護 
一、在朝鮮原爆被爆者援護の緊急性／二、現地の原爆病院建設と治療・現地の原爆症専門医師の
養成 




 第八章 朝鮮人被爆者関係の「遺構」保存運動：岡正治 
 第九章 朝鮮人原爆犠牲者「追悼」碑問題（ヒロシマ）：岡正治 
参考文献／附表・朝鮮人被爆者関係年表：藤井裕子／あとがき：岡正治・高實康稔 



















































  ●端島「軍艦島」で死亡した全朝鮮人・中国人数／●端島「軍艦島」で死亡した全日本人数／ 
  ●死亡朝鮮人の出身地、朝鮮地図 
 （二）未知への照射 
  一、「朝鮮人」の部 
   （一）高い朝鮮人労働者の死亡率 
   （二）朝鮮人の死亡原因 
    （1）病死／（2）事故死 
   （三）朝鮮人死亡原因の究明 
  二、「中国人」の部 
   （一）中国人の死亡原因 
    （1）病死／（2）事故死 
   （二）中国人死亡原因の究明 
   （三）捕虜虐待 















































[表 1―5]『原爆と朝鮮人 長崎県朝鮮人強制連行、強制労働実態調査報告書 第 5 集－炭








  （1）長崎市―アジア侵略戦争の兵站基地／（2）佐世保市―アジア侵略戦争の軍事基地／ 
  （3）大村市―大村海軍航空隊第 21 海軍航空廠／（4）諫早市―諫早海軍航空隊／ 
  （5）東彼杵郡川棚町―川棚海軍工廠 
 3．炭砿その他 
  一、西彼炭田 
   （1）大島町／（2）崎戸町／（3）高島町および端島／（4）伊王島町／（5）香焼町 
  二、佐世保炭田 
   （1）世知原町／（2）吉井町／（3）江迎町／（4）鹿町町／（5）佐々町／（6）小佐々町／ 
   （7）松浦市／（8）福島町 
  三、その他 
   （1）福江町／（2）島原町／（3）大瀬戸町／（4）時津町／（5）長与町／（6）野母崎町／ 












































[表 1―6]『原爆と朝鮮人 第 6 集 佐賀県朝鮮人強制連行、強制労働 実態調査報告書―









  1、多久市：（1）袖木原炭砿 （2）多久炭砿 （3）小城炭砿 
  2、武雄市：（4）南杵島炭砿 
  3、相知町：（5）岩屋炭砿 
  4、厳木町：（5）岩屋炭砿 （6）新屋敷炭砿 
  5、北方町：（7）西杵炭砿 （8）北方炭砿 
  6、肥前町：（9）大鶴炭砿 
  7、塩田町：（10）久間炭砿 
  8、大町町：（11）杵島炭砿 
  9、江北町：（11）杵島炭砿 
  10、伊万里市：（12）向山炭砿 （13）小岩炭砿 （14）山代炭砿 （15）立川炭砿 
 （16）国見炭砿 （17）楠久炭砿 （18）久原炭砿 （19）大伊万里炭砿 
 （二）土木建設の部 
  1、杵島郡白石町・有明町干拓工事 
  2、三田川町・目達原飛行場建設工事 
 （三）造船所の部 
  伊万里市川南工業（株）浦崎造船所：調査・岡正治 
 （四）その他の部 
  1、日本通運浦崎駅前作業所 
  2、波瀬埠頭作業所 

















































[表 1―7]『原爆と朝鮮人 第 7 集－長崎市軍需企業朝鮮人強制動員実態調査報告書』2014
年、目次 
























第五部（端島編） 軍艦島に耳を澄ませば―ふたたび 軍艦島へのサハリンからの二重徴用 
 1 日本人端島徴用者の「実話」―抜き書き 軍艦島と連合艦隊「実話」 
 2 サハリンから転換配置された朝鮮人たち 
 A 端島への転換配置 朝鮮人強制動員被害申述 
 B 高島への転換配置 朝鮮人強制動員被害申述 
 C 崎戸への転換配置 朝鮮人強制動員被害申述 
あとがき 
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[表 2―1]『調査書』所収の証言 第 1集 
証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
１、長崎市北部地区 一、川平地区、浦上
水源池上 
強制連行、強制労働、そして原爆！ 福岡市東区若宮 朝鮮人男性 1981 年 11 月 22 日 
１、長崎市北部地区 二、浦上水源池付近
水源池工事の強制労働朝鮮人たち 長崎市昭和町 日本人男性 1981 年 9 月 5 日 
原爆よ、若かった兄をかえせ！ 長崎市泉町 日本人女性 1982 年 6 月 12 日 
１、長崎市北部地区 三、道の尾地区：解
説のみ 






1981 年 8 月 2 日 
浦上川のほとりの朝鮮人たち 長崎市小江原町 日本人女性 1982 年 5 月 30 日 
むしろにとうがらしをほしていた 長崎市大手町 日本人女性 1981 年 8 月 22 日 
第三の三菱兵器半地下工場 長崎市大手町 日本人男性 1981 年 8 月 22 日 




        
１、長崎市北部地区 六、西北郷、柳谷町
苦しかったトンネル掘りの作業 長崎市中小島 日本人男性 1982 年 5 月 31 日 
ここに朝鮮人の飯場があった 長崎市住吉町 日本人女性 1981 年 8 月 2 日 
心のやさしい、若い朝鮮人 長崎市住吉町 日本人男性 1981 年 8 月 2 日 
つらかった〝強制労働〟のあの日 長崎市白鳥町 朝鮮人男性 不明 
１、長崎市北部地区 七、三菱大橋兵器工
場・部品（第三機械）工場 
朝鮮人の多かった三菱兵器工場 長崎市岩見町 日本人女性 1982 年 7 月 10 日 
一瞬にして灰になった朝鮮人の娘たち 長崎市網場町 日本人男性 1982 年 7 月 10 日 
１、長崎市北部地区 八、照円寺下（家野
町） 
よく覚えている朝鮮人飯場の人たち 長崎市滑石 日本人男性 1981 年 9 月 12 日 
１、長崎市北部地区 九、下大橋、金剛寮、
油木、小江原、城山、護国神社付近 
かあちゃんもこどもも原爆でやられた 長崎市小菅町 朝鮮人男性 1982 年 5 月 30 日 
大林組の配下で働いていた 長崎市松ヶ枝町 朝鮮人男性 1982 年 5 月 4 日 
油木谷の朝鮮人部落の人たちは‥‥‥ 長崎市田中町 日本人男性 1982 年 6 月 20 日 
朝鮮人には〝戦後〟はない 長崎市宿町 朝鮮人男性 1982 年 6 月 19 日 
真っ黒こげで死んだ父（アボジ）がかわい
そうだ 
伊万里市 朝鮮人女性 1982 年 7 月 11 日 
１、長崎市北部地区 十、駒場町、岡町：
解説のみ 
        
１、長崎市北部地区 十一、本原町、扇町、
高尾町、西山町 
火だねを分けあう仲だった朝鮮人 長崎市大手町 日本人女性 1981 年 8 月 23 日 
みんなやさしい人だった、あの朝鮮人たち 長崎市石神町 日本人男性 1981 年 8 月 23 日 
１、長崎市北部地区 十二、扇町、浜口町：
解説のみ 
        
１、長崎市北部地区 十三、浦上刑務所（長
崎刑務所浦上支所）：解説のみ 
        
１、長崎市北部地区 十四、江平町、三ッ
山、金比羅山：解説のみ 
        
１、長崎市北部地区 十五、竹の久保山中、
竹の久保二丁目付近 
多数の朝鮮人をダビに付した 長崎市音無町 日本人男性 1981 年 7 月 12 日 
山の奥で作業をしていた多数の朝鮮人たち 長崎市春木町 日本人女性 1982 年 5 月 4 日 
裸で作業、みんな死んだ 長崎市春木町 日本人女性 1982 年 5 月 4 日 
１、長崎市北部地区 十六、船蔵町、八千
代町、幸町、銭座町：解説のみ 
        
１、長崎市北部地区 十七、浦上駅前、岩
川町：解説のみ 
        
１、長崎市北部地区 十八、長崎駅周辺、
筑後町、大黒町：解説のみ 
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証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
２、長崎市対岸地区 一、稲佐町 野草をよく買ってくれた朝鮮人たち 長崎市光町 
日本人男性 1
人・女性 1 人 
1981 年 7 月 7 日 
２、長崎市対岸地区 二、水の浦町、飽の
浦町：記載なし 
        
２、長崎市対岸地区 三、大曲地区（秋月
町） 
どうしたんだろうか、「朝鮮小屋」の人びと 長崎市秋月町 日本人男性 1981 年 7 月 16 日 
私は、昔の朝鮮人飯場に住んでいる 長崎市入船町 日本人男性 1982 年 5 月 4 日 
２、長崎市対岸地区 四、西泊町、太田尾
地区 
トンネル掘りをしていた朝鮮人 長崎市西泊町 日本人女性 1981 年 7 月 12 日 
あげた野菜に喜んでいた朝鮮人たち 長崎市西泊町 日本人女性 1982 年 7 月 11 日 
２、長崎市対岸地区 五、木鉢町：解説の
み 
        
２、長崎市対岸地区 六、神の島、小瀬戸、
小榊地区 
三菱は朝鮮人名簿を公開せよ 長崎市岩川町 朝鮮人男性 1982 年 6 月 10 日 
２、長崎市対岸地区 七、福田町、大浜町、
小浦町 
今も残る、大〝飯場〟の跡 長崎市大浜町 日本人女性 1981 年 7 月 5 日 




        
３、長崎市南部地区 二、上戸町、新戸町
川で洗濯していた、飯場の人たち 長崎市新戸町 日本人女性 1982 年 5 月 30 日 
たくさんあった朝鮮人飯場 長崎市新戸町 
日本人男性 1
人・女性 1 人 
1982 年 5 月 30 日 
３、長崎市南部地区 三、土井の首、平瀬
町、末石町 
人夫として働いていた朝鮮人たち 長崎市末石町 日本人男性 1981 年 7 月 19 日 
日本人も、朝鮮人も、徴用工もいた「霧島寮」長崎市平瀬町 日本人男性 1981 年 7 月 19 日 
３、長崎市南部地区 四、深堀町：解説の
み 
        
３、長崎市南部地区 五、深堀造船所：記
載なし 
        
３、長崎市南部地区 六、長崎造船所：解
説のみ 
        
３、長崎市南部地区 七、日見地区：記載
なし 
        
３、長崎市南部地区 八、網場港付近 
よく覚えていない「朝鮮人飯場」のこと 長崎市界町 日本人男性 1982 年 6 月 20 日 
一家で葬った「朴本さん」の死体 長崎市田中町 日本人男性 1982 年 6 月 20 日 
トロッコで土を運ぶきつい労働だった 長崎市網場町 
日本人男性 2
人・女性 1 人 
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[表 2―2]『調査書』所収の証言 第 2集 
証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
第一部 Ⅱ調査報告 1、伊王島 二、朝鮮
人に関する証言 
朝鮮人たちとつき合っていた 西彼杵郡伊王島町 日本人女性 1982 年 10 月 11 日 
親しかった朝鮮人たちのこと 西彼杵郡伊王島町 日本人女性 1982 年 10 月 11 日 
飯場をよく知っていた 西彼杵郡伊王島町
日本人男性 2
人・女性 1 人 
1982 年 10 月 12 日 
伊王島の朝鮮人労務者たち 西彼杵郡伊王島町 日本人男性 1982 年 10 月 11 日 
伊王島炭鉱の労務係だった 西彼杵郡伊王島町 日本人男性 1982 年 10 月 13 日 
帰国船で多数遭難した朝鮮人たち 西彼杵郡伊王島町 日本人男性 1982 年 10 月 11 日 




1982 年 10 月 11 日 
第一部 Ⅱ調査報告 2、香焼島 二、朝鮮
人に関する証言 
電気ショックのリンチを受けていた 西彼杵郡香焼町 日本人女性 1982 年 1 月 9 日 
戦時中〝配給品〟を扱っていたので 西彼杵郡香焼町 日本人女性 1983 年 1 月 9 日 
安保炭坑付近の朝鮮人たち 西彼杵郡伊王島町 日本人女性 1982 年 10 月 11 日 
船長として朝鮮を往復した 西彼杵郡香焼町 日本人男性 1982 年 10 月 18 日 
朝鮮人の寮があった 西彼杵郡香焼町 日本人男性 1982 年 10 月 15 日 
漂着した朝鮮人を埋葬した 西彼杵郡香焼町 日本人男性 1982 年 10 月 15 日 
安保炭坑の責任者だった 西彼杵郡香焼町 日本人男性 1982 年 10 月 15 日 
川南造船で働いていた朝鮮人のこと 長崎市愛宕 日本人男性 1983 年 6 月 22 日 
香焼島にいたオランダ人、朝鮮人 長崎市愛宕 日本人男性 1983 年 6 月 22 日 
虐待されていた外国人捕虜、朝鮮人たち 長崎市上町 日本人男性 1983 年 6 月 22 日 
香焼の朝鮮人たち 北高来郡飯盛町 日本人男性 1983 年 6 月 22 日 
安保炭坑で働いていた朝鮮人たち 長崎市目覚町 日本人女性 1983 年 7 月 7 日 
第一部 Ⅱ調査報告 3、高島 二、朝鮮人
に関する証言 
狭い島に 2000 人近い朝鮮人労務者が 西彼杵郡高島町 日本人男性 1983 年 3 月 31 日 
私は朝鮮人労務者たちの現場監督だった 西彼杵郡高島町 日本人男性 1983 年 3 月 31 日 
こわかった高島炭坑の〝坑道〟 長崎市宝町 朝鮮人男性 1983 年 6 月 26 日 
第一部 Ⅱ調査報告 4、端島 二、朝鮮人
に関する証言 
〝監獄の島〟端島炭坑に連行されて 長崎市緑が丘町 朝鮮人男性 
1983 年 7 月 3 日 
     /9 日 
聞き書き「軍艦島」 終戦に気付き歓声－
差別された朝鮮・中国人［※1］ 
  日本人男性 1973 年 10 月 25 日 
ああ軍艦島 脱走未遂は半殺しに［※2］   日本人男性   
軍艦島の生活環境（その二）［※3］   朝鮮人男性 1974 年 4 月 28 日 
第二部 Ⅱ調査報告 一、住吉地区 大豆でもやしを作っていた朝鮮人女性たち 米国オレゴン州 日本人女性 1982 年 10 月 19 日 
第二部 Ⅱ調査報告 二、城山町 町の朝鮮人飯場のこと 長崎市城栄町 日本人男性 1983 年 7 月 16 日 
第二部 Ⅱ調査報告 三、扇町 
扇町（現在の町名）の朝鮮人飯場 照円寺
下の朝鮮人飯場 
長崎市館内町 朝鮮人男性 1982 年 9 月 12 日 
第二部 Ⅱ調査報告 四、銭座町 自宅付近の朝鮮人下宿 北高来郡飯盛町 日本人男性 1983 年 6 月 22 日 
第二部 Ⅱ調査報告 五、玉園町・観善寺 観善寺の朝鮮人徴用工たち 長崎市玉園町 日本人女性 1983 年 3 月 27 日 
第二部 Ⅱ調査報告 六、玉園町・聖福寺 法泉寺の朝鮮人徴用工たち 長崎市石神町 日本人女性 1983 年 6 月 20 日 
第二部 Ⅱ調査報告 七、筑後町・法泉寺 聖福寺には徴用朝鮮人労務者はいなかった 長崎市玉園町 日本人男性 1983 年 6 月 25 日 
第二部 Ⅱ調査報告 八、筑後町 朝鮮人徴用工の大部隊、その日日 長崎市辻町 朝鮮人男性 1983 年 7 月 13 日 
第二部 Ⅱ調査報告 九、十人町 義父は立派な朝鮮人だった 長崎市十人町 朝鮮人男性 1983 年 3 月 26 日 
第二部 Ⅱ調査報告 十、大浦町 大浦地区にいた多数の同胞たち 長崎市浪の平町 朝鮮人女性 1982 年 9 月 12 日 
第二部 Ⅱ調査報告 十一、大浦町 大浦にはたくさんの朝鮮人がいた 長崎市大井手町 朝鮮人男性 1983 年 3 月 6 日 
第二部 Ⅱ調査報告 十二、末石町 「入市被爆者」となった朝鮮人徴用工たち 長崎市三川町 日本人男性 1983 年 6 月 22 日 
第二部 Ⅱ調査報告 十三、野母半島 野母半島の朝鮮人たち 長崎市界町 日本人男性 1983 年 7 月 16 日 
備考 
※1：『朝日新聞』（長崎版、1973 年 10 月 25 日付）よりの引用。 
※2：『朝日ジャーナル』（1974 年 5 月 17 日号）よりの引用。 
※3：『住宅』（261、1974 年 6 月）よりの引用。 
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[表 2―3]『調査書』所収の証言 第 3集 









長崎市飯香浦 日本人男性 1984 年 5 月 8 日 
一、長崎市および島しょ部(2)網場地区 「星電気」で働いていた朝鮮人労務者たち 長崎市網場町 日本人男性 1984 年 6 月 7 日 
一、長崎市および島しょ部(3)爆心地付近
①朝鮮人を虐待していた日本人たち 長崎市入船町 日本人男性 1984 年 6 月 13 日 
②浦上川沿いの朝鮮人たちは全員爆死した
※1 
長崎市西泊町 朝鮮人男性 1974 年 4 月 15 日 
一、長崎市および島しょ部(4)端島 「端島炭鉱」泉福寺の僧侶であった 長崎市鍛冶屋町 日本人男性 1984 年 6 月 22 日 
一、長崎市および島しょ部(5)崎戸・蛎浦島 恐怖の炭鉱夫生活－旧三菱炭鉱崎戸鉱※2 大阪市西成区 朝鮮人男性 1974 年 4 月 27 日 
二、香焼島（朝鮮人「犠牲者」墓碑） 
漂着した朝鮮人を埋葬した 西彼杵郡香焼町 日本人男性 1983 年 11 月 12 日 
（韓国人勤労奉仕隊員之墓について、三菱
長崎造船所より回答） 







1984 年 5 月 10 日 
四、南高来郡千々石町（砲台建設工事朝鮮
人労務者）：解説のみ 




長崎市網場者 日本人男性 1984 年 7 月 28 日 
備考 




[表 2―4]『調査書』所収の証言 第 4集 





「人望の篤い人」が村雨丸で送還した 西彼杵郡高島町 日本人男性 1986 年 8 月 18 日 
第六部 被爆証言(一) 重労働と原爆 長崎市西泊町 朝鮮人男性 1986 年 1 月 20 日 
第六部 被爆証言(二) 原爆の町で、朝鮮人に助けられた 西彼杵郡琴海町 日本人女性 1986 年 8 月 8 日 
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[表 2―5]『調査書』所収の証言 第 5集 
証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
２．軍事施設(1)長崎市 
朝鮮人労務者の「木鉢」寮と地域住民のこと 長崎市木鉢町 日本人男性 1990 年 7 月 10 日 
深堀造船所の朝鮮人は約 1,000 名 長崎市宝栄町 日本人男性 1990 年 8 月 1 日 
防空壕にとびこむと、朝鮮人たちがそこに
いた 




















北松浦郡鹿町町 日本人女性 1989 年 8 月 18 日 
黒髪町の佐世保炭鉱には朝鮮人は少なかった 佐世保市白岳町 日本人女性 1990 年 4 月 15 日 
大ぜいの朝鮮人が住んでいた、白岳町の朝
鮮人部落 
佐世保市白岳町 朝鮮人女性 1990 年 4 月 15 日 
矢岳炭鉱、大村市、針尾島、白岳町などを
転転と 
佐世保市白岳町 朝鮮人女性 1990 年 4 月 15 日 
戦後、住みついた朝鮮人部落－白岳町 佐世保市白岳町 朝鮮人女性 1990 年 4 月 15 日 
朝鮮人の町、白岳町に住みついて 20 年 佐世保市白岳町 朝鮮人女性 1990 年 4 月 15 日 
紋珠岳炭砿と炭住の中間にある私の家 佐世保市瀬戸越町 日本人女性 1990 年 4 月 16 日 
戦後、開さくした紋珠岳炭砿 佐世保市瀬戸越町 日本人女性 1990 年 4 月 16 日 
多数の朝鮮人労務者が働いていた「相当ダ
ム」工事場 
佐世保市八幡町 日本人男性 1990 年 4 月 16 日 
朝鮮人が働かされていた「池野炭砿」 佐世保市松原町 日本人男性 1990 年 4 月 16 日 
500 名の朝鮮人労務者が住んでいた「有福町」佐世保市上有福町 日本人男性 1990 年 7 月 8 日 
朝鮮人飯場群の形状はよく覚えている 佐世保市上有福町 日本人男性 1990 年 7 月 8 日 
有福町には、朝鮮人労務者が 300 名以上も 佐世保市有福町 日本人女性 1990 年 7 月 8 日 
朝鮮人飯場の結婚式にも呼ばれたことがある 佐世保市有福町 日本人男性 1990 年 7 月 9 日 
『相当ダム」工事現場の日本人、朝鮮人、
米軍捕虜たち 
佐世保市八幡町 日本人男性 1990 年 7 月 9 日 
「相当ダム」造成工事現場にいた「朝鮮人、
徴用工」たち 
佐世保市大和町 日本人男性 1990 年 7 月 9 日 
米軍捕虜と朝鮮人労働者たち－「相当ダム」
工事 




日本人男性 1990 年 7 月 9 日 
「一砿」に朝鮮人が多かった「中里炭砿」 佐世保市上本山町 日本人女性 1990 年 9 月 24 日 
「中里炭砿」と朝鮮人労務者のことなど 佐世保市上本山町 日本人女性 1990 年 9 月 24 日 
朝鮮人がたくさん働いていた「中里炭砿」 佐世保市上本山町 日本人女性 1990 年 9 月 24 日 
松浦鉄道工事の朝鮮人。日野宿舎にいた朝
鮮人 
佐世保市新田町 日本人男性 1990 年 9 月 24 日 
道路工事現場で働いていた朝鮮人の人夫たち 佐世保市竹辺町 日本人男性 1990 年 9 月 24 日 
ずらりと並んでいた、中里炭砿の朝鮮人労
務者飯場 
佐世保市上本山町 日本人男性 1990 年 9 月 24 日 
真申駅付近、新田町の滑走路、松浦鉄道工
事の朝鮮人たち 
佐世保市竹辺町 日本人男性 1990 年 9 月 24 日 
朝鮮人飯場は散在していた 佐世保市竹辺町 日本人男性 1990 年 9 月 24 日 
 
― 29 ― 




佐世保市竹辺町 日本人男性 1990 年 9 月 24 日 
真申駅付近の労務者朝鮮人、日野寄宿舎の
技術者朝鮮人 
佐世保市竹辺町 日本人女性 1990 年 9 月 24 日 
中里炭砿にはたくさんの朝鮮人労務者が働
いていた 
佐世保市竹辺町 日本人女性 1990 年 9 月 24 日 
弓張炭砿の坑口付近には行けなくなった 佐世保市小野町 日本人女性 1990 年 9 月 25 日 
かつての将冠炭砿は、自宅の直下地点に
あった 
佐世保市中里町 日本人女性 1990 年 9 月 25 日 
戦後開さくした日野炭砿の労組委員長だった 佐世保市日野町 日本人男性 1990 年 9 月 25 日 
夫は、事業家として成功した 佐世保市相浦町？ 日本人？女性 1990 年 9 月 27 日 
相浦海兵団の造成工事に数百人の朝鮮人労
務者が 
佐世保市大潟町 日本人女性 1991 年 3 月 22 日 
朝鮮人約 300 名の部落（2 ヵ所）が自宅付近
にあった 
佐世保市棚方町 日本人女性 1991 年 3 月 24 日 
「真申」駅前付近に大ぜい住んでいた朝鮮
人労務者 
佐世保市相浦町 日本人男性 1991 年 3 月 24 日 
「南風崎」駅前の、朝鮮人長屋 佐世保市南風駅町 日本人男性 1991 年 5 月 3 日 
「割石」海岸の湿地帯にズラリと朝鮮人部
落が 
佐世保市南風崎町 日本人女性 1991 年 5 月 3 日 
「割石」「瑞穂」地区にいた 200～400 名の
朝鮮人 
佐世保市南風崎町 日本人男性 1991 年 5 月 3 日 
「南風崎」駅前に住みついて 40 数年 佐世保市南風崎町 朝鮮人女性 1991 年 5 月 3 日 
土葬にしてある朝鮮人労務者 佐世保市長畑町 日本人男性 1991 年 5 月 3 日 
割石地区の海沿いの朝鮮人飯場の労務者は
1,000 名 
佐世保市長畑町 日本人女性 1991 年 5 月 3 日 
「南風崎」駅前のヤミ市長屋と海岸に朝鮮
人がいた 
佐世保市西町 日本人男性 1991 年 5 月 3 日 
割石地区と南風崎駅前の朝鮮人部落を知っ
ている 
佐世保市宮津町 朝鮮人女性 1991 年 5 月 3 日 
ハッパ事故で朝鮮人労務者は殺された 佐世保市宮津町 朝鮮人男性 
1990年5月3日（91
年か?） 
針尾海兵団造成作業に多数の朝鮮人労務者が 日本人女性 1991 年 5 月 3 日 
段段畑の傾斜地一面に建っていた朝鮮人飯
場群  
日本人女性 1991 年 5 月 3 日 
２．軍事施設(3)大村市 
朝鮮人を「処刑」していた川南造船所 大村市玖島郷 朝鮮人男性 1990 年 9 月 28 日 
大村第 21海軍航空廠トンネル工事の朝鮮人
たち 
大村市岩松町 日本人男性 1991 年 4 月 28 日 
岩松町のトンネルに工事を見に行った 大村市岩松町 日本人男性 1991 年 4 月 28 日 
白鳥側と稲河内側とで掘り進んだトンネル 大村市岩松町 日本人女性 1991 年 4 月 28 日 
針尾谷トンネルを掘っていた朝鮮人たちの
飯場  
日本人女性 1991 年 4 月 28 日 
飯場以外の民家にも住んでいた朝鮮人たち 大村市岩松町 日本人女性 1991 年 4 月 28 日 
岩松町のトンネル掘り工事の朝鮮人たち 大村市岩松町 日本人女性 1991 年 4 月 28 日 
針尾谷のトンネル工事は大林組の請け負い
だった 
大村市岩松町 日本人女性 1991 年 4 月 28 日 
岩松町にも陰平町にも、多数の朝鮮人がいた 大村市岩松町 日本人女性 1991 年 4 月 28 日 
日本の敗戦は、長崎で迎えた 朝鮮人男性 1991 年 4 月 28 日 
私たちの家も朝鮮人労務者の「民宿」だった 大村市陰平町 日本人男性 1991 年 4 月 28 日 
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大村市陰平町 日本人男性 1991 年 4 月 28 日 
大村大空襲で朝鮮人もたくさん死んだ 大村市皆同町 日本人男性 1991 年 6 月 2 日 
生涯の大半を大村で暮らした父と母 大村市森園町 日本人男性 1991 年 6 月 2 日 
戦時中は福知山の山奥で硅石掘り作業だった 大村市杭出津 朝鮮人男性 1991 年 6 月 2 日 
飯塚－八幡－大村、50 年間の苦斗 大村市松原本町 朝鮮人男性 1991 年 6 月 2 日 
父の飯場を転転として、小学校も卒業でき
なかった姉さん 
大村市富の原 朝鮮人女性 1991 年 6 月 2 日 
２．軍事施設(4)諫早市 
諫早海軍航空隊づくりのきびしい連日労働 大村市岩松町 朝鮮人男性 1991 年 4 月 28 日 
諫早海軍航空隊と原口町の朝鮮人たちのこと 諫早市平山町 日本人男性 1991 年 4 月 6 日 
２．軍事施設(5)東彼杵郡川棚町 
石木川の上流の谷間にもあった朝鮮人飯場 佐世保市新田町 日本人男性 1991 年 3 月 22 日 
横穴式トンネル現場で働いていた朝鮮人労
務者たち 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 3 月 21 日 
下組郷、石木郷、栄町などにあった朝鮮人
飯場 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 3 月 21 日 
郷土史の調査項目に欠落していた、「朝鮮
人労務者」の歴史 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 3 月 21 日 
「新谷郷」にあった朝鮮人労務者たちの飯
場群 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 3 月 24 日 
朝鮮人労務者は数百名もいた、川棚海軍工
廠の町 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 3 月 21 日 
故郷へ小包を送る下組郷飯場の朝鮮人労務
者たち 
東彼杵郡川棚町 日本人女性 1991 年 3 月 21 日 
百津郷、下組郷、石木郷などにあった朝鮮
人飯場 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 1 月 21 日 
川棚町の清水組で働かされていた朝鮮人たち 長崎市大鳥町 日本人男性 1991 年 6 月 3 日 
川棚海軍工廠本部の防空壕の規模は長崎県
下最大 
東彼杵郡川棚町 日本人男性 1991 年 3 月 24 日 
３．炭砿その他 一、西彼炭田(1)大島町
敗戦で、急激に朝鮮人労務者がいなくなった 西彼杵郡大島町 日本人女性 1988 年 5 月 5 日 
夫は朝鮮人労務者の「寮長」をしていた 西彼杵郡大島町 朝鮮人女性 1988 年 5 月 5 日 
坑口でずらりと並んで「がんばって下さ
い！」 
西彼杵郡大島町 日本人女性 1988 年 5 月 5 日 
朝鮮人差別のなかった「大島炭砿」 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
敗戦後七年。少数の朝鮮人労務者は残留し
ていた 
西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
敗戦後も朝鮮人たちは住んでいた 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
朝鮮人炭砿労務者の遺骨を預かっていた 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
街頭で「立ち話」をしていた朝鮮人たち 西彼杵郡大島町 日本人女性 1988 年 5 月 5 日 
朝鮮人労務者たちの「寮」はよく知っている 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
崎戸から大島へ逃げて、溺れる者、殺され
る者 
西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
戦争と共に、毎年ふえてきた朝鮮人労務者
たち 
西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
朝鮮人労務者 900 名。その他に家族も。大
島炭砿 
西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
大きかった朝鮮人労務者たちの「寮」 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
大島炭砿では敗戦時の混乱はなかった(?) 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 5 月 5 日 
敗戦後 4 年でも多数の朝鮮人が 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 7 月 24 日 
大島は崎戸よりもよかった、朝鮮人労務者
処遇 
西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 7 月 24 日 
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証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
３．炭砿その他 一、西彼炭田(1)大島町
主人に、よくなついていた朝鮮人労務者 西彼杵郡大島町 日本人女性 1988 年 7 月 24 日 
北松炭田から西彼炭田へ。父の生涯 西彼杵郡大島町 日本人女性 1988 年 7 月 24 日 
なぐられ、たたかれていた、崎戸炭砿から
の逃走者 
西彼杵郡大島町 日本人女性 1988 年 7 月 24 日 
よく知っている、多かった朝鮮人労務者の寮 西彼杵郡大島町 日本人男性 1988 年 7 月 24 日 
３．炭砿その他 一、西彼炭田(2)崎戸町
朝鮮労務者が大ぜい働いていた崎戸炭砿 西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 5 月 6 日 
神社の鳥居に刻まれている「鮮人」という
蔑称 
西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 5 月 6 日 
大正時代から崎戸炭砿で働いていた朝鮮人
たち 
西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 5 月 6 日 
徳山市、中村市、静岡県、崎戸、苦難の生涯 西彼杵郡崎戸町 朝鮮人男性 1988 年 7 月 25 日 
徴用でも 1,000 人以上－崎戸炭砿で働いて
いた朝鮮人たち 
西彼杵郡崎戸町 朝鮮人男性 1988 年 7 月 25 日 
朝鮮人労務者の遺骨を預かっていた真蓮寺 西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 7 月 25 日 
皇民化教育を強制されていた朝鮮人労務者
たち 
西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 7 月 25 日 
朝鮮人労務者の家族たちも、売店に来ていた 西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 7 月 25 日 
海辺の湿地帯に並んでいた朝鮮人労務者の
飯場群 
西彼杵郡崎戸町 日本人女性 1989 年 10 月 10 日 
「日本負けた、朝鮮バンザイ」と叫んでい
た朝鮮人たち 
西彼杵郡崎戸町 日本人女性 1989 年 10 月 10 日 
朝鮮人労務に対する虐待と差別はあった 西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1989 年 10 月 10 日 
日本人、朝鮮人、中国人あわせて 28,000 人も 西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1989 年 10 月 10 日 
炭砿爆発事故で一度に死んだ朝鮮人 10 名 西彼杵郡崎戸町 日本人男性 1988 年 10 月 10 日 
朝鮮人送還に責任を果たさなかった三菱 西彼杵郡蠣浦郷
日本人男性 1
人・女性 1 人 
1988 年 10 月 11 日 
３．炭砿その他 一、西彼炭田(3)高島町お
よび端島：解説のみ     
３．炭砿その他 一、西彼炭田(4)伊王島町：
解説のみ     
３．炭砿その他 一、西彼炭田(5)香焼町：





長崎市宿町 朝鮮人男性 1989 年 11 月 21 日 
戦後もそのまま住みついた朝鮮人労務者たち 北松浦郡世知原町 日本人女性 1989 年 11 月 24 日 
長生橋の川畔の朝鮮人長屋を知っている 北松浦郡世知原町 日本人男性 1989 年 11 月 23 日 
「川向こうの寮」の朝鮮人労務者たち 北松浦郡世知原町 日本人男性 1989 年 11 月 23 日 
香焼島→針尾島→世知原。長崎で被爆 北松浦郡吉井町 朝鮮人男性 1989 年 5 月 5 日 
３．炭砿その他 二、佐世保炭田(2)吉井町 夫は、吉井炭砿（日鉄鉱業）で働いていた 北松浦郡吉井町 朝鮮人女性 1989 年 5 月 5 日 
３．炭砿その他 二、佐世保炭田(3)江迎町
朝鮮人労務者も大ぜいいた、住友潜竜炭砿 北松浦郡江迎町 日本人男性 1989 年 5 月 5 日 
朝鮮人労務者は 300 名以上「日窒江迎鉱業所」北松浦郡江迎町 日本人男性 1989 年 5 月 5 日 
私の夫は、住友潜竜炭砿で敗戦の日に炭鉱
事故に 
北松浦郡江迎町 朝鮮人女性 1989 年 8 月 19 日 
鉄条網の中にいた朝鮮人徴用工、坑夫の 8
割は朝鮮人 
北松浦郡江迎町 朝鮮人男性 1989 年 8 月 19 日 
朝鮮人労務者の遺骨は寺院に預けられていた 北松浦郡江迎町 日本人男性 1989 年 8 月 19 日 
戦時中の朝鮮人労務者のことは、よく知ら
ないが 
北松浦郡江迎町 日本人男性 1989 年 8 月 19 日 
朝鮮人労務者は、日窒江迎鉱業所、住友潜
竜炭砿にいた 
北松浦郡吉井町 日本人男性 1989 年 5 月 5 日 
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松浦市御厨町 朝鮮人男性 1990 年 8 月 2 日 
朝鮮人労働者に対してきびしかった日鉄大
加勢炭砿 
北松浦郡吉井町 日本人女性 1989 年 6 月 14 日 
大加勢の「一力座」集団対立事件は詳しく
知らない 
北松浦郡鹿町町 日本人男性 1989 年 8 月 18 日 
神林炭砿で苦しかった少女時代 大村市古町 朝鮮人女性 1991 年 6 月 2 日 
３．炭砿その他 二、佐世保炭田(5)佐々町
朝鮮人労務者差別・虐待の日日、「神田炭砿」北松浦郡吉井町 日本人男性 1989 年 5 月 4 日 
「神田炭砿」のそばで育った少年時代 北松浦郡小佐々町 日本人男性 1989 年 11 月 24 日 
「芳ノ浦炭砿」付近に住んでいた朝鮮人たち 北松浦郡佐々町 日本人男性 1989 年 5 月 5 日 
「芳ノ浦炭砿」の労務係だった。今は沈黙
を守る。 
北松浦郡佐々町 日本人男性 1989 年 5 月 5 日 
３．炭砿その他 二、佐世保炭田(6)小佐々
町 
朝鮮人労務者 600 名はいた矢岳炭砿 北松浦郡小佐々町 日本人男性 1989 年 11 月 24 日 
逃亡でつかまった朝鮮人が受けていたリン
チは忘れない 
大村市富の原 朝鮮人男性 1991 年 6 月 2 日 
３．炭砿その他 二、佐世保炭田(7)松浦市
大志佐炭砿は優良炭を産出していた 佐世保市横手町 日本人男性 1990 年 7 月 8 日 
江口炭砿朝鮮人労務者を「鮮系」と呼んで
いた 
松浦市 日本人男性 1989 年 8 月 30 日 
杵島炭砿（佐賀県大町炭砿）で酷使されて
いた 
松浦市調川町 朝鮮人男性 1989 年 8 月 30 日 
松浦鉄道敷設工事で働かされていた父 松浦市今福町 朝鮮人女性 1989 年 8 月 30 日 




北松浦郡福島町 日本人男性 1989 年 8 月 31 日 
朝鮮人労務者は囚人宿舎の隣り。町はずれ
の高台地区。 
北松浦郡福島町 日本人男性 1989 年 8 月 31 日 
小さい炭砿だが、朝鮮人は 150～200 人 北松浦郡福島町 日本人男性 1989 年 8 月 31 日 
朝鮮人労務者のことはだれにもしゃべるな
といわれていた 
北松浦郡福島町 日本人男性 1989 年 8 月 31 日 
３．炭砿その他 三、その他(1)福江市 悲惨な、朝鮮人の鉱山労務者たち 長崎市寺町 日本人男性 1990 年 1 月 8 日 
３．炭砿その他 三、その他(2)島原市：解
説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(3)大瀬戸町：
解説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(4)時津町：解
説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(5)長与町：解
説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(6)野母崎町：
解説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(7)琴海町：解
説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(8)多良見町：
解説のみ     
３．炭砿その他 三、その他(9)その他の市
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[表 2―6]『調査書』所収の証言 第 6集 






佐賀県多久市 日本人男性 1992 年 9 月 13 日 
たくさんの朝鮮人が働かされていた 佐賀県多久市 日本人女性 1992 年 3 月 20 日 
朝鮮人のことは聞いていない 佐賀県多久市 日本人女性 1992 年 3 月 20 日 
朝鮮人は敗戦後にも残留していた 佐賀県多久市 日本人女性 1992 年 3 月 20 日 
朝鮮人労務者のことは不明 佐賀県多久市 日本人男性 1992 年 3 月 20 日 
朝鮮人労務者のことはよく知らない 佐賀県多久市 日本人女性 1992 年 3 月 20 日 
朝鮮人の寮と住宅があった小城炭砿は大き
な炭砿だった 
佐賀県多久市 日本人男性 1992 年 9 月 13 日 
小城炭砿、別府炭砿には朝鮮人労務者が働
いていた 
佐賀県多久市 日本人男性 1992 年 9 月 13 日 
自宅裏に朝鮮人労務者の寮三棟が 佐賀県多久市 日本人女性 1992 年 9 月 13 日 
小学校の同級生だった朝鮮人の坂本さん 佐賀県多久市 日本人女性 1992 年 9 月 13 日 
朝鮮人労務者たちの住居は辺鄙なところに 佐賀県多久市 日本人男性 1992 年 9 月 13 日 








日本人男性 1993 年 5 月 9 日 
南杵島炭砿には朝鮮人はいなかったので
は？ 





人・女性 1 人 












人・女性 1 人 





























































日本人女性 1993 年 4 月 29 日 
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人・女性 1 人 



















































































































日本人女性 1992 年 10 月 11 日 
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向山炭砿―虐待されていた朝鮮人労務者たち 佐賀県伊万里市 日本人男性 1993 年 3 月 28 日 
古河にあった朝鮮人労務者の寮・社宅 佐賀県伊万里市 日本人女性 1993 年 3 月 28 日 
稲荷町に朝鮮人の家屋があった 佐賀県伊万里市 日本人女性 1993 年 3 月 28 日 
稲荷町に土木作業員の朝鮮人家族がいた 佐賀県伊万里市 日本人男性 1993 年 3 月 28 日 
朝鮮人のことは知らない 佐賀県伊万里市 日本人男性 1993 年 3 月 28 日 
朝鮮人労務者は小岩炭砿に多かった 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 5 月 3 日 
朝鮮人納屋が並んでた 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 5 月 3 日 
勤労課員が朝鮮人を殴るのはすさまじかった 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 8 月 30 日 
復員の時、朝鮮人労務者を見かけた 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 8 月 30 日 
朝鮮人の多かった立川炭砿 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 8 月 30 日 
正しい朝鮮語を教えてくれた朝鮮人青年 佐賀県伊万里市 日本人女性 1992 年 8 月 30 日 
1970 年閉山の時にも多かった朝鮮人 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 8 月 30 日 
亡くなるまで夫は、政府が戦後補償をしな
いことを悔しがっていた 
佐賀県伊万里市 朝鮮人女性 1992 年 5 月 3 日 
たくさんの朝鮮人がいた 佐賀県伊万里市 日本人女性 1992 年 4 月 29 日 
楠久炭砿に来たのは戦後。朝鮮人労務者の
ことはよく知らない 
佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 4 月 29 日 
奴隷扱いされた朝鮮人労務者たち 佐賀県伊万里市 朝鮮人女性 1992 年 4 月 29 日 
朝鮮人は幼い子まで炭砿で働いた 佐賀県伊万里市 朝鮮人女性 1992 年 4 月 29 日 
朝鮮人虐待の事実ならいつでも証言する 佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 8 月 30 日 
朝鮮人労務者が多かった大伊万里炭砿、里
炭砿 
佐賀県伊万里市 日本人男性 1992 年 5 月 3 日 
子供のころ、日本兵が朝鮮人を丸太ん棒で
たたくのを見た 


































朝鮮人労務者が 600 から 750 人 川南造船
所の徴用工寮 










日本人男性 1993 年 4 月 29 日 
川南造船所の従業員は 1 万人 朝鮮人も働
かされていた 
佐賀県伊万里市 日本人男性 1993 年 3 月 28 日 
今も残る川南造船所朝鮮人労務者寮あと 佐賀県伊万里市 日本人女性 1993 年 3 月 28 日 






佐賀県伊万里市 日本人女性 1993 年 3 月 28 日 
伊万里湾波瀬埠頭の朝鮮人労務者 大陸か
らの食糧陸揚げに 
佐賀県伊万里市 朝鮮人女性 1992 年 4 月 29 日 
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佐世保市白岳町 朝鮮人男性 1992 年 4 月 29 日 
十和田湖から逃げ回って針尾島へ 差別、
虐待、強制労働の 65 年間 
佐世保市針尾北町 朝鮮人男性 
1992 年 7 月 10 日




1992 年 5 月 30 日




1992 年 5 月 30 日
/7 月 5 日 















朝鮮人男性 1992 年 12 月末日 
 
 
[表 2―7]『調査書』所収の証言 第 7集 
証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
第二部 三菱長崎造船所への朝鮮人戦時動員
三菱長崎造船所『稲佐寮』に関する証言   日本人男性 2013 年 6 月 22 日 
小ヶ倉寮から原爆死者の片付けに※   朝鮮人男性 2008 年 4 月 1 日 
菓子店から三菱造船所第一次の徴用※   朝鮮人男性 2007 年 3 月 29 日 
小ヶ倉寮、原爆の爆風でけがした※   朝鮮人男性 2007 年 5 月 27 日 
造船所でドン、伏せ！ 宿舎は平戸小屋寮※   朝鮮人男性 2007 年 3 月 30 日 
生きて一緒に帰ろう。無理に食べ物を‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 2 月 17 日 
第三部 川南工業への朝鮮人戦時動員 
埋め立て工事に行かず、危うく難を逃れた※   朝鮮人男性 2005 年 
密航船手配に長崎へ、原爆に遭う‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 6 月 15 日 
寮で小隊長を、密航船はトントンが※   朝鮮人男性 2006 年 6 月 16 日 
原爆の爆風で破片が脇腹に‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 6 月 15 日 
第四部 長崎港運、住吉トンネル工事への
朝鮮人動員など 
70 人が捕らえられて日本へ‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 2 月 17 日 




妻のおかげで離散家族にならなかった‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 
妻娘と離ればなれ、娘はサハリンに‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 7 月 12 日 
「お前らは勤労報国隊だ」と‥‥※   朝鮮人男性 2006 年 3 月 9 日 
家に帰ると妻は死んでしまっていた※   朝鮮人男性 2006 年 9 月 14 日 
働く人達はみんな罪人と同じ※   朝鮮人男性 2006 年 9 月 13 日 
殺すなら、我々1500 人みんな殺せ！※   朝鮮人男性 2006 年 9 月 14 日 
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[表 2―8]『長崎の世界遺産 高島・端島と朝鮮人・中国人の記録―軍艦島、生きていたくも死
にたくもなし』 
証言の対象場所 タイトル 証言者住所（当時） 民族・性別 証言日 
朝鮮人に関する証言 
※1 〝監獄の島〟端島炭坑に連行されて 長崎市緑が丘町 朝鮮人男性 
1983 年 7 月 3 日、 















2011 年 1 月 30 日、 




朝鮮人男性 2011 年 1 月 31 日 
中国人の証言 
※3 李慶雲 陳述録取書 その 1、その 2
中華人民共和国河
北省衡水市武邑県
中国人男性 2006 年 2 月 15 日 
※3 李之昌 陳述録取書 
中華人民共和国河
北省滄州市塩山県
中国人男性 2006 年 2 月 15 日 
※3 王樹芳 陳述録取書 
中華人民共和国河
北省滄州市東光県
中国人男性 2006 年 2 月 15 日 
高島の歴史と朝鮮人 














中国人男性 2006 年 2 月 15 日 
※1：『第 2 集』から再録。 
※2：長崎県原爆二世教職員の会主催「端島現地調査」資料より引用。 
※3：長崎の中国人強制連行裁判の原告 10 名のうち端島関係原告 3 名分の陳述録取書を引用。日付は長崎地裁への提出日。 
